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道路等包括管理事業を
　１年間休止する理由は

道路の空洞化調査について
　対象路線を増やす考えは

チップ化した剪
せん

定枝を
公共施設の燃料として
活用する場合の課題は

最終評価で有効性が確認できた場合は
　対 象 エ リ ア を 拡 大 し て
　試行的に事業を実施したい

幹線道路以外についても
　実施を検討していきたい

設 備 の 必 要 性 や
コストの検証等が課題である

新庁舎建設事業において
「はなれ」を縮小する考えは

里
　

親
　

制
　

度
　

の

推

進

に

対

す

る

考

え

方

は

有
意
義
な
制
度
と
認
識
し
て
い
る
が

制
度
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら

啓

発

活

動

を

行

っ

て

い

る

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
避
難
者
に

ど

の

よ

う

な

支

援

を

行

う

か

国

民

健

康

保

険

に

お

け

る

事
務
の
広
域
化
に
対
す
る
考
え
は

従
来
ど
お
り
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

行

政

と

し

て

で

き

る

範

囲

で

避
難
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い
た
い

周辺環境に配慮するコンセプトが
大きく評価されているため
基本設計で示した計画を進めたい

　▲新庁舎建設工事の様子

　▲道路の空洞化調査

　▲けやき並木通り

田
村

智
恵
美

議
員（
ネ
ッ
ト
）　
市

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
道
路
や

街
路
灯
の
補
修
の
ほ
か
、
清
掃
や

植
栽
管
理
な
ど
の
包
括
委
託
を
行

う
道
路
等
包
括
管
理
事
業
を
け
や

き
並
木
通
り
周
辺
で
実
施
し
て
き

た
が
、
29
年
度
は
１
年
間
事
業
を

休
止
す
る
と
聞
く
。
そ
こ
で
、
休

止
す
る
理
由
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
27
年
度
に
行
っ

た
中
間
評
価
の
内
容
を
踏
ま
え
、

29
年
度
に
実
施
す
る
最
終
評
価
に

お
い
て
事
業
の
有
効
性
が
確
認
で

き
た
場
合
は
、
対
象
エ
リ
ア
を
拡

大
し
、
30
年
度
よ
り
試
行
的
に
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
道
路
施
設
等
包
括
管
理
検

討
事
業
調
査
報
告
書
に
は
、
今
後
、

補
修
更
新
業
務
も
事
業
内
容
に
追

加
す
る
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
行

政
判
断
が
伴
う
事
務
が
委
託
の
対

象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
事
業
の

要
求
水
準
に
は
行
政
権
の

行
使
と
な
る
許
認
可
事
務

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
補
修
更
新
業
務
な
ど

に
つ
い
て
は
、
最
終
評
価

の
結
果
か
ら
方
向
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

目
黒

重
夫

議
員（
共
産
）　
国
民

健
康
保
険
（
国
保
）
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
国
保
の
事
務
が
広
域

化
さ
れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
こ

れ
ま
で
市
町
村
と
な
っ
て
い
た
国

保
の
保
険
者
に
都
道
府
県
が
加
わ

る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
事
務

の
広
域
化
に
対
す
る
市
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

市
長
　
法
改
正
に
基
づ
き
、
市
区

町
村
は
都
道
府
県
の
運
営
方
針
に

沿
っ
て
事
務
を
進
め
る
こ
と
に
な

る
が
、
従
来
ど
お
り
市
民
一
人
ひ

と
り
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
保
険
税
に
つ
い
て
、
減
免

制
度
の
実
施
や
短
期
証
、
資
格
証

の
発
行
な
ど
、
市
が
独
自
に
行
っ

て
き
た
取
組
に
影
響
は
な
い
か
。

市
民
部
長
　
法
改
正
に
よ
る
国
保

の
広
域
化
は
、
事
務
の
標
準
化
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
減
免

や
短
期
証
、
資
格
証
に
関
す
る
事

項
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
各
市
区
町
村
の
判
断
に
任
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

他�

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
等
の

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
活
動
は
行
き
過
ぎ
て

な
い
か

西
埜

真
美

議
員（
ネ
ッ
ト
）　
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
本

市
に
避
難
し
て
い
る
方
が
転
入
の

届
け
出
を
し
て
い
な
い
場
合
、
受

け
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
市
民

と
違
い
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

政
策
総
務
部
長
　
原
発
避
難
者
特

例
法
に
基
づ
く
強
制
避
難
者
に

つ
い
て
は
、
避
難
先
団
体
が
処
理

す
る
特
例
事
務
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
市
民
と
同
様
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
一
方
で
、
自
主
避
難
者
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　
児
童

虐
待
の
件
数
が
毎
年
増
加
す
る
中
、

虐
待
の
発
生
予
防
か
ら
被
虐
待
児

へ
の
自
立
支
援
ま
で
、
一
連
の
対

策
強
化
を
図
る
た
め
、
児
童
福
祉

法
等
が
改
正
さ
れ
た
。
法
律
に
は

養
子
縁
組
や
里
親
な
ど
の
制
度
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
里
親
制
度

の
推
進
に
対
す
る
考
え
方
は
。 

市
長
　
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を

図
る
上
で
大
変
有
意
義
な
制
度
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
社
会

的
認
知
度
が
低
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
本
市
で
は
制
度
の
推
進
に
向

で
あ
る
が
、
り
災
証
明
書
の
提
示

に
よ
り
、
有
料
ご
み
袋
の
減
免
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員
　
国
と
福
島
県
は
自
主
避
難

者
に
対
す
る
住
宅
の
無
償
提
供
を

平
成
29
年
３
月
で
終
了
す
る
と
聞

く
が
、
今
後
、
避
難
者
に
対
し
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
か
。

政
策
総
務
部
長
　
避
難
が
長
期
化

す
る
中
、
元
の
生
活
に
復
帰
す
る

た
め
の
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
お
り
、
行
政
と

し
て
で
き
る
範
囲
で
避
難
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
行
い
た
い
。

け
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
と
い
っ
た
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
多
摩
児
童
相
談
所
で
は
、

法
改
正
に
基
づ
き
、
児
童
虐
待
に

対
す
る
体
制
を
強
化
し
て
い
る
か
。 

子
ど
も
家
庭
部
長
　
平
成
28
年
度

か
ら
新
た
に
医
療
連
携
専
門
員
の

保
健
師
を
配
置
し
、
虐
待
対
応
の

体
制
を
強
化
し
た
と
聞
い
て
お
り
、

本
市
で
も
同
相
談
所
と
の
連
携
を

更
に
強
化
し
、
児
童
虐
待
の
な
い

社
会
に
向
け
て
一
層
努
力
し
て
い

き
た
い
。

他�

母
子
健
康
手
帳
に
つ
い
て

赤
野

秀
二

議
員（
共
産
）　
新
庁

舎
建
設
事
業
の
く
い
打
ち
等
の
工

事
費
は
約
３
億
７
０
０
０
万
円
と

聞
い
て
お
り
、
く
い
１
メ
ー
ト
ル

当
た
り
22
万
円
と
な
る
。
７
・
５

万
円
で
見
積
も
る
事
業
者
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
工
事
費
は
適
正
な
価

格
と
考
え
て
い
る
か
。

政
策
総
務
部
長
　
同
事
業
で
は
、

発
注
者
の
立
場
に
立
っ
た
技
術
的

な
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
こ
と

か
ら
、
発
注
者
技
術
支
援
事
業
者

の
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
工
事

費
は
事
業
者
か
ら
の
精
査
を
受
け

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）　
福

岡
県
で
発
生
し
た
大
規
模
な
道
路

の
崩
落
・
陥
没
で
は
、
普
段
は
関

心
が
向
か
な
い
道

路
の
地
下
に
注
目

が
集
ま
っ
た
が
、

目
に
見
え
な
い
地

下
の
空
洞
を
い
ち

早
く
発
見
し
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ

取
組
は
必
要
不
可

欠
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
道
路

の
空
洞
化
調
査
に

杉
村

康
之

議
員（
民
進
）　
公
園

や
街
路
樹
な
ど
か
ら
出
る
剪
定
枝

の
総
量
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
平
成
27
年
度
の

実
績
は
約
１
９
８
３
ト
ン
で
、
再

資
源
化
等
の
処
理
に
要
す
る
費
用

は
約
２
８
３
０
万
円
で
あ
る
。

議
員
　
チ
ッ
プ
化
し
た
剪
定
枝
を

公
共
施
設
の
燃
料
と
し
て
活
用
す

れ
ば
、
剪
定
枝
の
処
分
費
や
燃
料

費
が
不
要
に
な
り
、
ま
た
、
環
境

負
荷
の
低
下
に
つ
な
が
る
た
め
実

施
し
て
ほ
し
い
が
、
燃
料
と
し
て

活
用
す
る
場
合
の
課
題
は
。

　
ま
た
、
経
済
的
に
も
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
バ※

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

市
施
設
に
設
置
す
る
考
え
は
。

行
政
管
理
部
長
　
課
題
に
つ
い
て

は
、
設
備
の
必
要
性
や
コ
ス
ト
の

検
証
な
ど
、
様
々
な
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
導
入
実
績
な
ど
、
動
向
の
把
握

に
努
め
て
い
き
た
い
。

※
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
…
木
く
ず
等

の
木
質
燃
料
を
利
用
し
た
ボ
イ
ラ
ー

他�

他
市
に
先
駆
け
た
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」●
駐
車
施
設
の
有
料
化
に
つ

い
て

た
も
の
で
あ
る
。

議
員
　
新
庁
舎
を
「
お
も
や
」
と

「
は
な
れ
」
の
二
棟
構
造
と
し
て

い
る
こ
と
が
建
設
費
を
膨
ら
ま
せ

る
主
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
が
、「
は
な
れ
」
の
災
害
対
策

本
部
室
等
を
「
お
も
や
」
に
配
置

し
、「
は
な
れ
」
を
縮
小
さ
せ
る

考
え
は
な
い
か
。

政
策
総
務
部
長
　
新
庁
舎
は
、
隣

接
す
る
大
國
魂
神
社
な
ど
の
周
辺

環
境
に
配
慮
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
が

大
き
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
基
本

設
計
で
示
し
た
計
画
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

他�「
重
層
長
屋
」
の
規
制
に
つ
い
て

つ
い
て
、
今
後
の
取
組
内
容
を
聞

き
た
い
。

市
長
　
平
成
26
年
度
に
市
内
幹
線

道
路
で
調
査
を
実
施
し
、
全
て
の

空
洞
に
つ
い
て
補
修
を
行
っ
た
が
、

今
後
は
、
予
防
保
全
型
の
管
理
な

ど
を
更
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、

市
民
の
安
全
で
快
適
な
通
行
を
確

保
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
今
後
、
調
査
の
対
象
路
線

を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
調
査
は
空
洞
の

発
生
速
度
や
頻
度
な
ど
の
傾
向
を

把
握
す
る
た
め
に
継
続
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
幹
線
道
路
以
外
の
一

般
道
路
に
つ
い
て
も
、
交
通
量
な

ど
の
利
用
状
況
を
考
慮
し
、
調
査

の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。


